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♂
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♂

お
か
や
ま
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国

　
「
東
北
で
大
地
震
が
あ
っ

た
ら
よ
う
。
出
勤
に
備
え
て

く
だ
さ
い
」

　
震
災
直
後
の
３
月
1
1
日
午
　
　
ヽ

後
３
時
す
ぎ
、
国
の
要
請
を

受
け
た
県
医
療
推
進
課
員
は
　
ソ
。

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
を
持
つ
県
内
５
病

院
に
電
話
し
た
。
翌
朝
に
は

装
備
を
整
え
た
医
療
チ
ー

ム
2
2
人
が
大
阪
・
伊
丹
空
港

を
離
陸
。
岩
手
県
の
避
難
所

な
ど
で
救
命
医
療
に
当
た
っ

た
。

　
こ
れ
ま
で
に
死
者
土
万
５

８
４
土
人
、
行
方
不
明
音
３

４
９
０
人
、
避
難
音
3
3
万
人

超
－
と
い
う
未
曾
有
の
被
害

を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震

災
。
そ
れ
に
伴
う
巨
大
津
波

や
福
島
策
士
原
発
事
故
が
被

害
を
増
幅
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
国
を
挙
げ

て
の
支
援
活
動
は
素
早
か
っ

た
。
岡
山
で
付
‥
に
日
以
降
、

県
警
や
消
防
援
助
隊
、
県
内
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沿
岸
部
の
集
落
周
辺
で
の
不

問
者
捜
索
、
避
難
者
の
ケ
ア
、

家
屋
の
が
れ
き
撤
去
な
ど
に

　
県
民
に
よ
る
支
援
の
輪
も
の
高
ま
り
を
感
じ
た
」
と
却

広
が
り
、
ヽ
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
り
返
る
。
県
と
市
町
村
が
受

や
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。

従
事
。
県
の
化
学
専
門
職
員
毛
布
や
タ
オ
ル
、
お
む
つ
な

は
福
島
第
１
原
発
か
ら
半
径
ど
の
救
援
物
資
は
大
型
ト
ラ

け
入
れ
た
避
難
者
は
5
3
世
帯
一

１
６
マ
人
に
上
っ
た
。
゛

公
表
。
市
町
村
や
県
民
に

な
ど
、
震
災
を
教

に
追
わ
れ
た
。

６
マ
人
に
上
ｓ
た
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

県
は
地
域
防
災
計
画
に
原
　
２
０
１
１
年
も
残
り
わ
ず

に
駐
屯
す
る
陸
上
自
衛
隊
、
3
0
キ
ロ
圈
で
放
射
線
測
定
に
当
ツ
ク
4
4
合
分
を
ゆ
う
に
超
発
対
応
な
ど
を
盛
り
込
む
た
か
。
東
日
本
大
震
災
で
は
日
本

自
治
体
職
員
、
市
民
ボ
ラ
ン
た
っ
た
。
現
地
入
り
し
た
の
え
、
日
赤
県
支
部
に
寄
託
さ
め
国
の
指
針
を
待
た
ず
に
本
全
体
が
災
害
へ
の
危
機
感
を
新

テ
ィ
ア
が
陸
路
、
空
路
で
岡
は
延
べ
４
千
人
を
超
え
た
と
れ
た
義
援
金
は
阪
神
大
震
災
年
度
内
の
見
直
し
に
着
手
し
た
に
し
、
林
原
の
経
営
破
綻
は

山
を
出
発
。
津
波
が
襲
っ
た
い
う
。

京
亮
。
津
波
が
襲
っ
た
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
を
５
倍
以
上
も
上
回
る
3
3
億
た
。
８
月
に
は
東
南
海
・
南
地
域
経
済
に
大
き
な
衝
撃
を
与

県
内
で
も
支
援
の
輪
次
大
淀
四
大

被災地でがれき撤去のボランティア活動に取り
組む県内の大学生＝８月26日、岩手県大槌町

円
に
達
し
た
。
同
県
支
部
は
海
の
２
地
震
に
東
海
も
加
え
！
ス
の
中
か
ら
、
今
年
を
象
徴

　
「
『
役
に
立
ち
た
い
』
　
『
助
た
３
地
震
が
連
動
発
生
し
た
す
る
出
来
事
を
取
り
上
げ
県
内

け
た
い
』
と
い
う
県
民
意
識
場
合
、
津
波
被
害
の
独
自
予
の
１
年
を
振
り
返
る
。

　
そ
の
理
由
を
聞
く
と
、
「
知
状
が
垣
聞
見
え
る
。

ら
な
い
者
同
士
が
集
ま
っ
て
　
放
射
性
物
質
が
不
安
、
自

い
る
仮
設
住
宅
で
は
高
齢
者
宅
が
全
壊
し
た
、
働
き
□
が

　
被
災
地
の
沿
岸
部
で
は
住
が
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
づ
な
い
…
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を

宅
周
辺
な
ど
の
が
れ
き
撤
去
て
い
る
。
特
需
の
悪
化
が
心
抱
え
て
住
民
が
地
元
を
離
れ

が
進
み
、
ハ

ー
ド
面
を
担

っ
た
消
防
や

程
遠
い
被
災
地
の
?
Ｓ
.
Ｓ
４

自
衛
隊
な
ど
の
県
内
勢
は
ほ

ぼ
役
目
を
終
え
た
。
一
方
、

県
心
の
ケ
ア
チ
ー
ム
や
国
際

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
は
今
も
支
援
活
動
を
継

続
す
る
。

て
い
る
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
は

崩
壊
の
危
機
仁

配
さ
れ
る
」
　
「
元
々
が
専
門
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
被
災
者

医
の
少
な
い
医
療
過
疎
地
。
は
再
び
厳
寒
期
を
迎
え
て
悲

患
者
の
引
き
継
ぎ
が
で
き
な
し
み
が
逆
戻
り
し
て
い
る
と

い
」
－
。
″
復
興
″
が
叫
ば
も
い
わ
れ
る
。
震
災
被
害
は

れ
て
は
い
る
か
、
元
通
り
さ
ま
だ
億
実
に
続
い
て
い
る
。

え
も
程
遠
い
、
被
災
地
の
琲
　
　
　
　
　
　
　
示
畑
誠
）
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